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＜参考資料８＞フォルダ構成（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 基礎調査結果フォルダ構成(案)（詳細） 
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TIN 

H24CHIBA*1 
Base_Map 

Set_Data 

原則として、Dドライブのルートに作成する。 

フォルダ名を英数字とする。 

 
等高線_Files.rel 
全地形_Files.rel 
ABCD00_基準点.gb32 
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（又はオルソ詳細.rel） 
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ORTHO 

Gnas.ini 

Gaia.ini 等各種ファイル 

： 

 
dem.mdb 
基準区域.gb32 
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 10HDT.bmp 
： 

 
Brige.bmp 
： 

 
linsym.gb32 

区域設定時の作業フォ

ルダの直下にある全て

のファイルを格納 

Kouji.ini 

Kouji.xls 公示図書(案)のフォル

ダ及びファイル 

Set_Data以下のファイルは、 

作業ﾌｫﾙﾀﾞ以下のデータ一式 

を格納する。 

KuikiChosho 

KoujiPDF 

pdf 

xls  調書ファイル 

 
調書ファイル 

 
公示図書ファイル 

Kouji 

TATEYAMA*3 

Dドライブ 

*1 県名を記入すること。 

*2 事務所名を記入すること。 

*3 市町村名を記入すること。 

*4 現象を記入すること。 

（土石流：DOSEKI） 

 

DOSEKI *4 

調書データを格納する 

フォルダ 

調書データをpdfに変換した 

データを格納するフォルダ 

公示図書データを pdf に変換し

たデータを格納するフォルダ 
pdf 

区域調書のファイル名設定 

渓流番号をファイル名とする 

区域調書のファイル名設定 

渓流番号をファイル名とする 

 

公示図書のファイル名設定 

渓流番号をファイル名とする 

 

調書のエクセルデータを 
格納するフォルダ 

User 

Brush 

Mark 

Symbol 

12345678 

区域の設定関連データ格

納フォルダ 

渓流番号をフォルダ

名とする。 

フォルダ名とファイル名は同一 

バージョン情報.txt 

渓流番号をフォルダ名とする。渓流が 

複数ある場合には渓流番号を羅列する。 

例）12345678 

例）12345678_00 

区域設定等に使用したexeファイルの 

バージョン情報を格納する。 

例） 

①警戒区域GIS.exe ：ver 1.1.0.20 

②断面図.exe ：ver 2.1.0.0 

③GTTINtoGB.exe ：ver 1.0.2.9 

④DmtoGB32.exe ：ver 1.3.0.4 

⑤公示図書.exe ：ver 1.1.0.0 
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成されるフォルダ群 
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